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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、皆様のお役に立つため、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

コンビニエンスストア(ＣＶＳ)に於けるセーフティステーション(ＳＳ)活動は、
平成 17 年 10 月 1 日より経済産業省・内閣府・警察庁・消防庁・財務省・国税庁・厚
生労働省の後援により、全国都道府県及び都道府県警察本部の理解支援のもと、フラ
ンチャイズチェーン協会の加盟チェーン店舗の自主的な取組みとして全国展開を実施
している。

回答店舗数 ：34,746 店(42,248 店にアンケート配付、回答率 82.2%)
アンケート対象期間：平成１９年３月１日～平成２０年２月末日

・地元警察署の防犯協議会等の組織へは全国で約半数が加入。防犯訓練は 10,737 店が
参加実施

・地域と連携した防犯パトロール等は 10,359 店で実施
・「女性の駆け込み等への対応」では、全国で 10,571 店、13,169 件の対応を行った

特に深夜時間帯(23 時～5 時台)での対応が 43.5%と最も多く、ＳＳ活動が深夜にお
ける女性の被害防止に大きく貢献出来ていると考えられる

・「子どもの駆け込み等への対応」は 5,511 店、6,030 件の対応を行った



※ 内訳として迷子の 2,493 件(41.3%)が最も多く、時間帯では 12 時～17 時台で
の対応が 59.5%となった

・「高齢者保護の対応」は 11,140 店、12,103 件の対応を行った。内訳は徘徊(4,913
件)と急病・ケガ(4,855 件)に二極集中しており、時間帯としては 23 時～5 時台
の深夜を含めた全時間帯で対応していることが特徴

・１１０番通報では、全国で 22,685 店、54,514 件の通報を行った
・酒類販売時の年齢確認は 95.1%の店舗で、またタバコ販売は 92.6%の店舗で実施され

ている
・成人向け雑誌(ゲームソフト含む)販売時の年齢確認は 72.9%の店舗で実施

年齢確認の方法については運転免許証等の証明書提示によるものが 48.0%ほぼ半数
※ 85.7%の店舗が年齢確認時に、条例等による購入者証明書提示義務付等のバ

ックアップを希望
１．年齢確認が困難な場面には 21,313 店(61.3%)が遭遇している
２．成人か否か判断に迷うことがレジ混雑してお客様が並んでいる時に 8,578 件

ある
３．未成年と思われるお客様から否定された時が 8,562 件ある
４．このようなことから 59.3%のオーナーが確認が難しいケースがあるとの回答が

あった
・「万引き」は、28,898 店(83.2%)で 77,314 件の被害があった
・青少年に対する深夜時間帯での帰宅促進については 18,117 店(52.1%)で対応
・防犯協議会等防犯組織へは 16,017 店(46.1%)が加入、防犯訓練は 10,737 店(30.9%)

が参加
・地域と連携した防犯パトロール等は 10,359 店(29.8%)で実施
・店外用防犯カメラは、4,962 店(14.3%)が既に設置。未設置店舗は 24,169 店(81.1%)
・女性の駆け込みは、10,571 店(30.4%)で対応

※ 内訳は「ストーカー」3,710 件(28.2%)、「急病・ケガ」2,168 件(16.5%)、
「痴漢」1,825 件、(13.9%)、「事故」1,801 件(13.7%)、「暴力」1,758 件
(13.3%)。特筆すべきは、駆込みのあった事案が深夜時間帯(23 時～5 時台)
に最も多い(5,076 件、43.5%)点で、ＳＳ活動が深夜時間帯における女性の
被害防止に大きく貢献できたものと考えられる。また、この事案件数以外に
も、助けを求める意思表示はないものの店舗に立ち寄ることで難を逃れた事
案も相当数あるものと思われる

・子どもの駆け込みは、5,511 店(15.9%)で対応を行った
※ 内訳は「迷子」2,493 件(41.3%)、「急病・ケガ」1,032 件(17.1%)、「いたず

ら」418 件(6.9%)、「暴力」288 件(4.8%)。「迷子」が一番多く、時間帯では
12 時～17 時台に集中(3,418 件、59.5%)、18 時～22 時台(1,271 件、22.1%)、23
時～5 時台(423 件、7.4%)と幅広く対応しており、ＳＳ活動が子どもの安全
に少なからず貢献できたものと考えられる

・高齢者の保護は、11,140 店(32.1%)で対応を行った。内訳は「徘徊」4,913 件(40.6%
)、「急病・ケガ」4,855 件(40.1%)、「事故」745 件(6.2%)、「事件」127 件(1.0%)。
保護理由については「徘徊」と「急病・ケガ」が際立って多く二極集中していて、
時間帯では 12 時～17 時台(5,226 件、43.9%)を中心に 23 時～5 時台の深夜(1,897 件、
15.9%)含めた全時間帯で対応していることが特徴

・子どもの見守り活動として「登下校時の声掛け」を 12,612 店(36.3%)が実施
・警察の１１０番通報は 22,685 店(65.3%)で 54,514 件の通報を行った
・昨年は 22,250 店で 48,683 件であり対応店舗数・件数ともに増加
・「万引き・窃盗」は 13,644 件で昨年(13,214 件)より 430 件の増加
・「放置車輌」による通報は 5,977 件で昨年(5,346 件)より 631 件の増加
・「青少年のたむろ」7,221 件で昨年(7,481 件)比で 260 件減少したが引続き重要課題

の一つ
・その他、女性・子どもの駆け込み、高齢者保護に伴う通報が 6,044 件



・成人向け雑誌(ゲームソフト含む)販売時の年齢確認は 72.9%の店舗で実施

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 １６ 回 -----
【 ラ・プエンテ(LA PUENTE) <3> 】

----------------------------------------------------------------------------

前回まで、「ラ・プエンテ」地区の「ショッピングセンター」と「大型小売業」を
紹介してきましたが、この地区には「レストラン・クラスター」があり、周辺の住民
ばかりでなく、かなり遠くからの人々を集客しています。

［主なレストラン <1>］

◎ MARIE CALLENDER(アップスケール・レストラン)☆☆
「マリー・カレンダー」は、「デニーズ」や「ココス」より「アップスケール」し

「カジュアル・レストラン」に近いディナー・タイプのレストランとして人気が高い
店です。店舗は、イギリスのチェダー調で、店内は６つのダイニング・ルームに分か
れていて、カントリー・イングリッシュ風、ライブラリー風、トロフィールーム風、
グリーン・ハウス風、ベランダ風、パティオ風といったもので、アンティークな置物
が飾ってあって、まさにイギリスが一杯です。

商品は、一般的なコーヒーショップやファミリーレストランと比較して、はるかに
品質が高く、しかも家庭の味を提供しています。特に「ポット・パイ」は抜群で、ス
ープやパスタの人気も高く、最近は「グルメ志向」プラス「ヘルシー志向」で、お客
様の人気は高まる一方です。デザートとしてのパイはオリジナルで 100%コレステロ
ールはありませんとアピールしています。

「アップスケール・レストラン」は、「従来の業態に、店舗、商品、サービス面で
質を向上させ、お客様のニーズやウォンツに適応していくレストラン」です。

◎ CHIL'S(グルメ・バーガー)☆☆
「チリズ」は、名前から分るように「メキシコの田舎」というのが、店づくりのコ

ンセプトになっています。店内に一歩入るとあたかもメキシコのノスタルジアがいっ
ぱいあふれていて、壁には古い写真や絵が飾ってあり、雰囲気のあるレストランです。

「グリル＆バー」と名乗っているように、バーコーナーを設けて、ディナー・レス
トランを想起させながらも、気楽でグルメなメニューはメキシコ料理の「チリ」を前
面に打ち出しています。主力は「グルメ・バーガー」ですが、お客様に飽きさせない
ように、アペタイザー、サラダ、サウスウエスト、サムシングウエストという分類で、
内容的にはアダルト向けの構成になっています。ハンバーガーの量は 1/2 ポンドで、
ミデアムレアで調理しています。

飲み物の種類も、メキシコ風で、特に「マルガリータ」は当店の特徴で、その種類
も「オリジナル・フローズン」「トップシェルフ」「ストロベリー」とあり、非常に
人気があります。

to be continued



● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 １８ 回 -----

カーネル・サンダースから引き継いだ、ジョン・ブラウン・ジュニアとジャック・
マーシュは、「KFC」の事業化で、「マネジメント・コントロール」と「フランチャ
イズ・システム」と「統一した広告宣伝」を確立した。

［ケンタッキー・フライド・チキン］(６)

(４)KFC の事業化 <2>

<3> マネジメント・コントロールの確立
ブラウン社長は、マネジメント・コントロールは、第一線のフランチャイジーがあ

くまでもマネジメントの核であり、利益単位であると考えた。したがって、フランチ
ャイジーは常に企業の必要利益を算出し、そのために必要売上高を想定して、いわゆ
る損益分岐点を算定しておき、店舗運営のアドバイスを与えようというものである。

<4> フランチャイジングのシステム化
フランチャイジングのシステム化の第１弾としては、ロイヤルティ・システムの確

立があった。従来、カーネルがフランチャイジーとの間と結んでいた契約は、どちら
かというと大福帳的であったが、ブラウン社長は新しいロイヤルティ・システムとし
て、売上高の総額の３%をフランチャイジーが支払うというものであった。

これはインフレーションの場合、フランチャイザーを守ることになる一方、その見
返りとして、フランチャイズ店展開に必要なノウハウ、マーケティング、トレーニン
グ、スーパーバイジングをフランチャイジーに与えることが可能になった。つまり、
フランチャイザーとして、思いきった経営指導、商品やサービスの向上、調理設備の
改良への積極的な取り組みを行って、お客様志向にマッチするための援助を行った。

また、マーチャンダイジング・コントロール・システムを採用し、本部で統一して
作成されたフォームに、各種データがフランチャイジーから収集することによって、
重要なデータバンクを形成し、科学的なフランチャイズ・オペレーションが機能した。
このような一連の意欲的なフランチャイズ・システムづくりは、当時まだ幼稚であっ
たフランチャイズ・システムの模索時代であったアメリカのフランチャイジングにビ
ジネス化をもたらしたのであった。

<5> 統一した広告宣伝
全国どこの店でも「KFC 商品の味はただ一つ」として、それはカーネルのレシピに

秘密があるとパンチをきかした広告宣伝はヒットした。同時に、全米に働く家庭の主
婦向けに、「今夜のあなたの夕食は、カーネル・サンダースが引き受けました……」
というようなキャンペーンを協力に展開して、主婦の心理をたくみにつかんだ。この
広告宣伝には「生きた商標」であるカーネル・サンダースが登場して、フランチャイ



ジングの統一したイメージを確立した。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 ＯＪＴ・ＯＦＦ－ＪＴ 」

----------------------------------------------------------------------------

ＯＪＴ on the job training
（現場で実際に仕事に携わりながら実施する教育）

トレーニー（trainee;教育を受ける人）にトレーナー（trainer;上司や教育担当者）
が決められたプログラムに添って現場での作業を通じてマンツーマンで行うのが基本。
フランチャイズ・ビジネスの場合は、本部の直営店が OJT の現場になっており、加盟
店はこれも本部のトレーニングセンターでの OFF-JT を受けた後に直営店での OJT を受
ける仕組みが一般的である。これはフランチャイズにおいては、本部の最も重要な機
能であり責務である。

ＯＦＦ－ＪＴ off the job training
（仕事の現場を離れトレーニングセンターや教室で行う教育）

教育方法としては、集合教育で行われるのが普通で、終了後に現場での OJT に移る。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 5 月 24 日 土曜日 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室



セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

2．リクルート アントレフェア in 大阪
「有望フランチャイズ大研究」

日 時 5 月 31 日 土曜日 15 時 15 分 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 大阪南港ＡＴＣホール

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、有望フランチャイズの
見分け方、フランチャイズ本部と上手に付き合う方法など、専門家
ならではのチェックポイントを公開。また、弊社のフランチャイズ
加盟サポートシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合わせ先 リクルート・アントレ ＦＣ＆独立開業フェア 事務局
http://entre.yahoo.co.jp/info/fair/index.html

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 6 月 6 日 金曜日 13 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。



参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

4．「フランチャイズ・ビジネスＳＶ育成セミナー」

日 時 6 月 12 日 木曜日 10 時 00 分 ～ 17 時 00 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンのスーパーバイザー育成のためのセミナ
ーです。キーマンであるスーパーバイザーの業務に必要な理論と実
践についてわかりやすく解説いたします。

参 加 費 28,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

ゴールデンウィークも終わり、青葉も色濃くなってまいりました。華やかな春の一
連の行事が終わるともうすぐ夏です。

ビジネスの世界では、定期人事異動、新入社員、年度計画が一段落し、ＧＷ休暇も
終わり、多様なビジネスチャンスが現実味を帯びてくる仕事本番の時期です。

ここのところまた、中国製餃子をはじめ「食」の安全に関するニュースが巷を賑わ
しています。船場吉兆は客が残した料理を別の客に提供していた事が発覚し、問題に
なっています。船場吉兆は以前にも偽装表示問題でとりあげられており、常習犯の印
象が悪いイメージをさらに大きくしております。食べ残したものを別のお客様に出す
こと自体とんでもないことですが、マスコミに大きく報道されているのはその不祥事
への対応の悪さです。

この「一次不祥事」への対応がまずかったために、「説明虚偽、書類隠蔽」などが
発覚する「二次不祥事」や、マスコミの追い討ちや行政の周辺調査のために、「一次
不祥事さえなければ、なんら問題にもならず放置されていた不祥事」が大きくとりあ
げられ、むしろそちらの副次的な不祥事のほうが企業の社会的信用を著しく毀損して
います。



物事の事実は事実として、そこにある実体は意外と分からないものです。物事はす
べからく多面性を持っています。マスコミはその責務として「何が起きたのか」「な
ぜ起きたのか」「どう対応するのか」「誰の責任なのか」「どう再発を防ぐのか」を
伝えることが基本なのですが、「誠意を持って対応しているか」「どのように答えた
か」のほうに報道主旨が移ってしまいがちです。いつの間にか「法律問題」が「倫理
・道徳問題」となっているのです。

マスコミに限らず日本人は、勧善懲悪の面を好む傾向にあります。悪いことをした
という事実はあるのですが、その悪い事実が顕在化したとき、その責任者はすべての
人格を否定され「悪い人」になってしまいます。

ものの見方考え方はいろいろです。「事実は小説よりも奇なり」。日々いろいろな
ことに対応していかねばならない我々ビジネスマンは、少なくとも物事には多面性が
あるということを肝に銘じておく必要がありそうです。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp
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